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視点：ＪＡＸＡが３Ｄプリント技術開発　２面

特集／溶接を支えるケミカル製品　６・７面
工場ルポ、優秀製品紹介など

デンヨー：大型ＬＰガス非常用発電機を発売　３面
ビンツェルジャパン：造船の溶接、自動化提案　３面
共栄建機がパナソニックロード　３面

阪大・溶生会：春の会を開催　２面
ＪＦＥエンジ：アンモニアパイプライン工事受注　２面
２月の推定鉄骨需要量　　　　２面
横河ブリッジ：スマート安全帯システム開発　２面

ＡＷグループ：医療事業拡大で新拠点　４面

山善：水冷服のラインアップを拡充　３面

シマキュウ感謝祭を実施　４面
岩谷コスモ水素ステーションが開所　４面

特集／日酸ＴＡＮＡＫＡ内覧会　５面

古河電工

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
代
替
の
錆
・
塗
膜
除
去
で

商
船
三
井
ら
と
新
レ
ー
ザ
シ
ス
テ
ム
を
開
発

焼
き
芋
が
つ
な
ぐ
溶
接
の
輪

ど
ち
ら
も
火
入
れ
が
大
切

選手人が技量競い熱戦
関東甲信越・北陸高校生溶接コンクール

東部地区溶協連絡会ほか

ワールド山内（北海道北広島市）

技
術
開
発
力
で
競
争
力
向
上

数
値
を
武
器
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
展
開
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先
日
、
推

理
ド
ラ
マ
を

見
て
い
た
と

き
の
こ
と
で

あ
る
。
ト
リ

ッ
ク
の
キ
ー
ア
イ
テ
ム

に
ラ
イ
タ
ー
が
使
わ
れ

た
。
そ
こ
で
気
づ
い
た

の
が
、
現
在
、
ラ
イ
タ

ー
を
持
ち
歩
い
て
い
る

人
が
ど
の
ぐ
ら
い
い
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
だ

▼
電
子
た
ば
こ
が
普
及

し
、
コ
ン
ロ
も
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
着
火
す
る
中
、

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を

使
う
機
会
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
た
。
使
う
機
会

が
あ
る
と
す
れ
ば
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

と
き
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う

か
▼
さ
て
、
こ
こ
で
問

題
に
な
る
の
が
、
新
入

社
員
の
研
修
で
あ
る
。

溶
接
関
係
で
は
当
然
、

ガ
ス
溶
断
の
研
修
が
あ

る
の
だ
が
、
ラ
イ
タ
ー

や
マ
ッ
チ
を
ほ
と
ん
ど

使
っ
た
こ
と
が
な
い
若

者
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
最
近
は

学
校
側
で
け
が
を
す
る

可
能
性
が
あ
る
授
業
を

避
け
る
傾
向
に
あ
る
た

め
、
刃
物
も
ほ
と
ん
ど

扱
っ
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
若
者
も
い
る
そ
う

だ
▼
こ
の
た
め
企
業
に

よ
っ
て
は
新
入
社
員
研

修
に
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

に
よ
る
鉛
筆
削
り
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
い
き

な
り
溶
接
や
切
断
を
経

験
す
る
の
で
は
な
く
、

簡
単
な
工
作
か
ら
経
験

さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
だ
。
現
在
、
溶
接

事
業
所
で
は
新
入
社
員

研
修
が
活
発
化
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
に
は

様
々
な
工
夫
が
み
ら
れ

る
（
Ｙ
）

　
古
河
電
気
工
業
は
、
商
船
三
井
・
商
船
三
井
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
・
常
石
造
船
の

３
社
と
協
力
し
、
船
舶
修
繕
で
使
用
さ
れ
る
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
工
法
に
代
わ
る

新
た
な
レ
ー
ザ
施
工
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、実
証
実
験
を
実
施
し
た
。同
実
験
は
、

商
船
三
井
運
航
船
の
外
板
で
実
施
さ
れ
、
古
河
電
気
工
業
が
開
発
し
た
レ
ー
ザ

技
術
「
イ
ン
フ
ラ
レ
ー
ザ
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
錆
・
塗
膜
除
去
の
際
の
廃

棄
物
削
減
、
粉
じ
ん
・
騒
音
低
減
を
目
指
す
も
の
だ
。

焼
き
芋
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
根

本
さ
ん

　
米
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
所
属
す
る
プ

ロ
野
球
選
手
、
大
谷
翔
平
選
手
の

活
躍
で
、
す
っ
か
り
定
着
し
た

「
二
刀
流
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。

従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
二
つ
の

こ
と
で
結
果
を
残
す
人
・
企
業
が

注
目
さ
れ
る
中
、
多
く
の
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
「
溶
接
」
と

「
焼
き
芋
」
で
愛
さ
れ
る
横
浜
市

都
筑
区
の
都
筑
ケ
丘
溶
接
（
根
本

林
太
郎
社
長
）
だ
。
「
ど
ち
ら
も

火
入
れ
が
大
事
」
と
話
す
同
社
の

取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

　
同
社
で
は
、
根
本
社
長
自
ら
が

溶
接
士
と
し
て
腕
を
奮
い
、
確
か

な
溶
接
技
能
で
幅
広
い
依
頼
を
獲

得
し
て
い
る
。
そ
ん
な
同
社
が
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
ほ
く
ほ
く
と
崩

れ
や
す
く
、
ほ
ど
良
い
甘
さ
、
確

か
な
食
感
と
香
り
を
口
い
っ
ぱ
い

に
残
す
皮
が
特
徴
で
あ
る
、
鹿
児

島
県
種
子
島
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
「
焼
き
芋
屋
」
と
し
て
地

域
の
胃
袋
を
つ
か
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　
根
本
社
長
は
「
立
て
込
ん
で
い

た
溶
接
の
依
頼
が
一
巡
し
、
ち
ょ

う
ど
手
が
空
い
て
い
る
寒
い
日

に
、
近
隣
に
住
む
知
人
か
ら
安
納

芋
を
も
ら
い
、
そ
の
美
味
し
さ
に

感
動
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

試
し
に
焼
き
芋
に
し
て
食
べ
て
み

た
ら
、
そ
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、

近
隣
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
「
焼
き
芋
店
舗
」
と
な
っ
た

の
だ
と
い
う
。
結
果
的
に
、
１
０

０
グ
ラ
ム
２
５
０
円
の
焼
き
芋
を

通
じ
て
、
近
所
の
板
金
事
業
所
な

ど
か
ら
「
難
し
い
溶
接
工
程
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
仕
事

が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
手
重
工
業
か
ら
独
立
し
て
２

０
２
１
年
に
都
筑
ケ
丘
溶
接
を
立

ち
上
げ
た
根
本
社
長
は
、
「
企
業

か
ら
依
頼
さ
れ
る
複
雑
な
溶
接
工

程
、
高
難
度
の
溶
接
は
、
当
然
、

溶
接
士
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
だ
。

し
か
し
、
溶
接
は
習
熟
し
て
い
な

い
と
簡
単
な
接
合
工
程
で
あ
っ
て

も
仕
上
げ
る
の
が
困
難
な
構
造
物

も
あ
る
。
独
立
し
て
み
て
、
改
め

て
『
気
軽
に
仕
事
を
依
頼
で
き
る

溶
接
士
』
を
求
め
る
声
も
一
定
量

あ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
」
と

話
す
。

　
企
業
か
ら
届
く
高
難
度
な
溶
接

工
程
を
手
が
け
る
傍
ら
で
、
焼
き

芋
が
つ
な
い
だ
縁
を
、
持
前
の
溶

接
技
能
で
深
め
て
い
る
根
本
社
長

の
周
り
に
は
、
し
っ
か
り
と
「
溶

接
の
輪
」
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

競
技
に
臨
む
参
加
選
手

実船で実証実験を行う様子

　
従
来
、
船
舶
外
板
の
錆

・
塗
膜
除
去
に
は
「
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ト
工
法
」
が
使

用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
工

法
は
、
高
圧
空
気
と
研
掃

材
（
硅
砂
・
ス
ラ
グ
・
ア

ル
ミ
ナ
な
ど
）
を
吹
付
け

る
こ
と
で
、
素
材
の
表
面

状
態
を
調
整
す
る
も
の

だ
。
し
か
し
、
使
用
済
み

の
研
掃
材
な
ど
廃
棄
物
の

回
収
作
業
と
、
環
境
へ
の

影
響
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
古
河
電
気
工
業

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

を
図
る
た
め
、
レ
ー
ザ
技

術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

対
象
物
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
環

境
負
荷
を
軽
減
す
る
新
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
特

に
同
社
が
開
発
で
注
力
し

た
の
は
、
現
場
か
ら
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
の
あ
っ
た

「
外
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

動
か
せ
な
く
て
は
い
け
な

い
」と
い
う
発
想
の
実
現
。

「
手
持
ち
で
き
る
小
型
軽

量
」
「
安
全
に
省
人
化
を

叶
え
る
自
走
式
ロ
ボ
ッ
ト

化
」
の
２
点
が
可
能
と
な

っ
た
。

　
常
石
造
船
は
現
場
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
、
商
船
三
井

グ
ル
ー
プ
は
運
航
管
理
の

知
見
を
提
供
し
、
共
同
で

レ
ー
ザ
施
工
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
を
確
認
し
た
。
昨

年
末
に
商
船
三
井
運
航
の

船
舶
に
対
し
て
実
証
実
験

が
行
わ
れ
、
関
西
ペ
イ
ン

ト
マ
リ
ン
製
の
外
板
塗
料

を
対
象
に
、
レ
ー
ザ
に
よ

る
施
工
が
有
効
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
今
後
、
４
社
で
は
、
レ

ー
ザ
技
術
を
、
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
工
法
の
代
替
と
し

て
本
格
的
に
導
入
・
普
及

を
進
め
、
さ
ら
な
る
省
人

化
や
自
動
化
の
推
進
も
視

野
に
入
れ
る
。

　
古
河
電
気
工
業
は
「
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
に
基

づ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
目

標
と
し
て
い
る
。
商
船
三

井
は
「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
２
０
３
５
」

や
「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
・

２
」
な
ど
の
中
長
期
戦
略

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な

成
長
と
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
の
取

り
組
み
は
、
そ
の
一
環
と

な
る
。
常
石
造
船
は
、

「
地
球
環
境
保
全
」
や

「
技
術
で
の
貢
献
」
と
い

っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
を

重
視
す
る
と
し
て
お
り
、

今
回
、
レ
ー
ザ
技
術
が
生

ん
だ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
環
境
に
優
し
い
造
船

技
術
開
発
を
推
進
す
る
形

と
な
っ
た
。

　
同
共
同
開
発
は
、
海
運

業
界
の
環
境
負
荷
低
減
と

作
業
効
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後

の
船
舶
修
繕
の
新
た
な
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
可
能

性
に
は
、
多
く
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
。

　
第

回
関
東
甲
信
越
高

校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
同

時
開
催
北
陸
高
校
生
溶
接

コ
ン
ク
ー
ル
が
４
月


日
、
東
部
地
区
溶
接
協
会

連
絡
会
の
主
催
、
日
本
溶

接
協
会
東
部
地
区
溶
接
技

術
検
定
委
員
会
、
北
陸
地

区
溶
接
協
会
連
絡
会
、
関

東
地
区
工
業
高
等
学
校
長

会
、
北
信
越
工
業
高
等
学

校
長
会
の
共
催
、
日
本
溶

接
協
会
の
後
援
、
産
報
出

版
の
特
別
協
力
の
も
と
に

神
奈
川
県
川
崎
市
の
日
本

溶
接
協
会
溶
接
技
術
中
央

検
定
場
で
開
催
さ
れ
た
。

関
東
甲
信
越
地
区
と
北
陸

地
区
の
各
溶
接
協
会
指
定

機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
全


人
の
選
手
が
参
加
し
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
と
も

の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
か

け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
高
校

生
が
溶
接
技
能
を
競
う
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
も
の

づ
く
り
を
支
え
る
溶
接
技

能
の
普
及
を
図
り
、
製
造

業
の
担
い
手
育
成
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

併
せ
て
「
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」溶
接
部
門
へ
の
関
東
、

北
信
越
両
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
を
選
抜
す
る
。
２
０
１

０
年
の
初
開
催
以
来
今
回

で

回
目
を
数
え
る
関
東

甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン

ク
ー
ル
に
２
０
２
１
年
か

ら
は
北
陸
高
校
生
溶
接
コ

ン
ク
ー
ル
が
合
流
し
て
同

時
開
催
の
形
式
と
な
っ

た
。
今
年
は
関
東
甲
信
越

１
都
９
県
の

指
定
機
関

が
推
薦
す
る

校

人
、

北
陸
３
県
の
３
指
定
機
関

が
推
薦
す
る
４
校
６
人
の

選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
各

選
手
は
学
業
や
部
活
動
で

忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
溶

接
技
量
の
向
上
に
励
ん
だ

練
習
の
成
果
を
結
果
に
つ

な
げ
る
べ
く
真
剣
な
面
持

ち
で
競
技
に
臨
ん
だ
。

　
競
技
種
目
は
被
覆
ア
ー

ク
溶
接
の
部
の
み
。
競
技

課
題
は
溶
接
技
能
者
評
価

試
験
Ｎ
―
２
Ｆ
相
当
の
手

溶
接
・
中
板
（
Ｓ
Ｓ
４
０

０
、
板
厚
９
㍉
）
の
裏
当

金
な
し
・
下
向
突
合
せ
継

手
と
し
、
最
終
層
は
各
パ

ス
と
も
競
技
材
の
中
央
部

に
あ
る
指
定
範
囲
内
で
ビ

ー
ド
を
継
ぐ
。
会
場
で
は

２
班
に
分
か
れ
て
競
技
が

行
わ
れ
、
本
番
特
有
の
緊

張
感
が
漂
う
中
、
選
手
は

こ
の
日
に
向
け
て
鍛
錬
を

重
ね
た
腕
前
を
発
揮
し
て

技
量
を
競
い
な
が
ら

分

の
制
限
時
間
内
で
競
技
材

を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

　
競
技
を
終
え
て
提
出
さ

れ
た
競
技
作
品
は
、
日
溶

協
東
部
地
区
検
定
委
員
会

が
外
観
試
験（
表
裏
両
面
）

の
審
査
を
当
日
中
に
行

い
、
内
部
検
査
と
し
て
曲

げ
試
験
（
同
）
の
審
査
を

後
日
実
施
。
両
試
験
の
結

果
に
よ
る
加
点
と
溶
接
作

業
・
服
装
・
不
安
全
行
為

な
ど
実
技
審
査
項
目
の
減

点
を
踏
ま
え
て
採
点
し
、

５
月

日
に
最
終
的
な
順

位
を
決
定
す
る
。
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
選
手
の

中
か
ら

月
に
徳
島
県
で

開
催
さ
れ
る
第

回
高
校

生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会
溶
接
部
門
に

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
各

１
人
が
出
場
権
を
得
る
。

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
装
置

の
研
究
ル
ー
ム

　
技
術
・
製
品
の
開
発
を
、

大
学
や
研
究
機
関
が
、
中
小

溶
接
事
業
所
と
共
同
で
行
う

場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
溶

接
事
業
所
に
と
っ
て
、
技
術

力
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
と
な
る
。
北
海
道
北

広
島
市
に
本
社
を
構
え
る
溶

接
板
金
事
業
所
の
ワ
ー
ル
ド

山
内（
山
内
雄
矢
社
長
）は
、

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
の

技
術
開
発
を
、
室
蘭
工
業
大

学
の
安
藤
哲
也
准
教
授
、
苫

小
牧
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
研
究
実
施
機
関
な
ど
と
取

り
組
ん
だ
経
験
に
よ
り
飛
躍

的
に
技
術
力
を
伸
ば
し
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
山
内
が
取
り
組

む
「
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
低
ひ
ず
み
・
高
強

度
技
術
の
研
究
開
発
」
は
戦

略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援

（
サ
ポ
イ
ン
）
事
業
に
採
択

さ
れ
た
。

　
同
取
り
組
み
で
具
体
的
に

行
っ
た
の
は
①
フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
具
体
的
な
案
件
の
試
作
と

評
価
②
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ

溶
接
部
の
健
全
性
評
価
に
基

づ
い
て
最
適
化
さ
れ
た
溶
接

条
件
と
品
質
の
マ
ッ
プ
作

成
。

　
研
究
は
同
社
を
中
心
に
室

蘭
工
業
大
学
の
安
藤
哲
也
准

教
授
、
苫
小
牧
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
レ
ー
ザ
の
知
見

が
あ
る
研
究
実
施
機
関
が
加

わ
り
、
産
学
官
連
携
で
取
り

組
ん
だ
。

　
研
究
内
容
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
こ
の
研
究
が
同
社
に

も
た
ら
し
た
の
は
、
「
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
で
、
で

き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と

を
正
確
に
、
デ
ー
タ
と
数
値

で
把
握
で
き
る
」
と
い
う
強

み
だ
。

　
例
え
ば
、
「
フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
溶
接
で
、
ひ
ず
み
に

よ
る
構
造
物
を
隙
間
を
公
差

０
・
３
㍉
以
下
に
お
さ
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、
達
成
が

可
能
で
あ
る
こ
と
、
達
成
の

条
件
な
ど
を
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
回
答
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
加
え
て
、
従
来
工
法
の
テ

ィ
グ
溶
接
・
ミ
グ
溶
接
と
比

較
し
た
場
合
、
「
１
回
あ
た

り
約

分
の
後
処
理
時
間
短

縮
で
き
る
、
製
作
工
程
全
体

で
は
１
回
あ
た
り
約
１
時
間

作
業
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

も
可
能
だ
」
と
い
っ
た
よ
う

に
、
デ
ー
タ
で
現
象
や
デ
ー

タ
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に

デ
ー
タ
や
数
値
で
回
答
で
き

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と

に
つ
い
て
同
社
の
山
内
社
長

は
、
「
レ
ー
ザ
技
術
は
間
違

い
な
く
も
の
づ
く
り
を
進
化

さ
せ
る
先
端
技
術
だ
。
一
方

で
、
『
詳
し
い
人
が
い
れ
ば

凄
い
こ
と
が
で
き
る
ら
し

い
』
と
、
従
来
の
溶
接
技
能

同
様
に
、
技
能
者
・
技
術
者

の
勘
所
に
依
存
し
て
し
ま
う

傾
向
が
、
色
濃
く
残
っ
て
い

る
」
と
話
す
。

　
山
内
社
長
は
「
デ
ー
タ
で

把
握
し
て
い
な
い
と
、
『
大

手
企
業
が
把
握
し
て
い
る
デ

ー
タ
に
沿
っ
て
忠
実
に
製
作

を
行
う
』
こ
と
が
仕
事
に
な

っ
て
し
ま
う
。
今
回
、
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
の
条
件

を
徹
底
的
に
試
し
た
こ
と

で
、
当
社
で
は
実
用
化
を
前

提
と
し
た
技
術
協
力
が
で
き

る
立
場
を
得
た
」
と
話
す
。

　
現
在
、
同
社
で
は
急
激
に

蓄
積
さ
れ
た
レ
ー
ザ
溶
接
の

知
見
を
生
か
し
て
、
１
本
１

０
０
万
円
の
超
ハ
イ
エ
ン
ド

自
社
ゴ
ル
フ
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｗ

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　

Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
を
生
み
出

す
な
ど
、
技
術
力
を
武
器
に

次
々
に
新
し
い
挑
戦
を
行
っ

て
い
る
。
結
果
的
に

ヵ
国

か
ら
製
品
依
頼
が
舞
い
込
む

よ
う
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。



第

回
関
東
甲
信
越
・
北
陸
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

会
場
の
様
子
と
参
加
選
手
の
声

岡山県溶協
競技会に向け、技術交流会

全国大会優勝者らがデモを披露

指
定
機
関
通
信

兵庫県溶協


選
手
が
全
国
競
技
会
目
指
す

第

回
溶
接
技
術
競
技
会
を
開
催

（８）第３５７７号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和年）５月６日（毎週火曜日発行）

競
技
第
１
班
参
加
選
手
（
群
馬
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
、
富

山
、
福
井
、
石
川
の

人
）

競
技
第
２
班
参
加
選
手
（
栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
、
神

奈
川
、
東
京
、
首
都
圏
の

人
）

「溶接魂」と刺繍された作業着

デモに熱い視線が注がれる

盛況だった技術交流会

　
岡
山
県
溶
接
協
会
（
藤

原
恵
子
会
長
）
は
３
月


日
、
５
月
に
開
催
す
る
第


回
岡
山
県
溶
接
技
術
競

技
会
の
参
加
者
ら
を
対
象

に
県
立
南
部
高
等
技
術
専

門
校
で
技
術
交
流
会
を
開

催
し
た
。

　
同
交
流
会
は
競
技
会
に

向
け
て
各
々
の
技
量
向
上

を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
事
前
に
集
ま
り
互
い

に
面
識
を
持
つ
こ
と
で
、

更
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
岩
手
や
兵
庫
、
福

岡
の
県
外
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
、
付
添
い
者
を
含

め
総
勢

人
が
参
加
す
る

盛
況
ぶ
り
で
、
関
心
の
高

さ
を
示
し
て
い
た
。
本
番

を
想
定
し
た
練
習
会
を
通

じ
、
参
加
者
ら
は
競
技
会

の
要
領
や
勘
ど
こ
ろ
、
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
体
得
し

た
。
ま
た
２
人
の
高
校
生

も
参
加
し
た
。

　
交
流
会
で
は
先
ず
、
大

会
要
項
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
あ
り
、
そ
の
後
、
前

年
度
（
第

回
）
の
岡
山

県
大
会
で
優
勝
し
た
福
島

和
樹
氏
（
炭
酸
ガ
ス
半
自

動
ア
ー
ク
溶
接
）
と
山
田

海
氏（
被
覆
ア
ー
ク
溶
接
）

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ほ
か
、
参
加
者
ら

と
の
意
見
交
換
な
ど
も
行

っ
た
。
視
覚
、
聴
覚
で
学

ん
だ
溶
接
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

実
践
す
べ
く
、
参
加
者
ら

は
実
際
に
ア
ー
ク
を
出
し

て
習
得
に
励
ん
だ
。

　
さ
ら
に
午
後
か
ら
は
、

２
０
２
２
年
度
全
国
溶
接

競
技
会
・
被
覆
ア
ー
ク
溶

接
の
部
で
優
勝
し
た
小
林

和
樹
氏
（
福
岡
県
）
と


年
度
の
同
部
門
優
勝
者
・

石
井
智
裕
氏
（
兵
庫
県
）

と
い
う
豪
華
な
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
り
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
日
本
一
の

技
量
や
所
作
、
取
り
組
み

姿
勢
や
手
順
な
ど
を
披
露

し
た
。

　
同
協
会
で
は
、
「
全
国

優
勝
者
の
溶
接
技
量
を
間

近
で
見
る
機
会
は
そ
う
そ

う
な
く
、
２
人
に
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
頂
け
た
こ
と

は
、
参
加
し
た
選
手
ら
に

と
っ
て
大
変
貴
重
な
経

験
、
知
識
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
い
る
。
本
日
の
経

験
を
５
月
の
競
技
会
で
大

い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
」と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
な
お
、
第

回
岡
山
県

溶
接
技
術
競
技
会
は
５
月


日
、同
所
で
行
わ
れ
る
。

競
技
に
臨
む
選
手
た
ち

下楠代表理事

　
兵
庫
県
溶
接
協
会
（
下

楠
善
昭
代
表
理
事
、
競
技

会
会
長
）
は
４
月
５
日
、

加
古
川
市
内
の
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
加
古
川
で
「
令

和
７
年
度
（
第

回
）
兵

庫
県
溶
接
技
術
競
技
会
」

を
開
催
し
た
。
当
日
は
ア

ー
ク
溶
接
部
門

人
、
炭

酸
ガ
ス
半
自
動
ア
ー
ク
溶

接
部
門

人
、
計

人
が

参
加
し
溶
接
技
量
を
競
っ

た
。

　
同
競
技
会
は
、
被
覆
ア

ー
ク
溶
接
、
炭
酸
ガ
ス
半

自
動
ア
ー
ク
溶
接
と
も
に

３
班
に
分
か
れ
、
午
前


時

分
、
競
技
開
始
を
告

げ
る
笛
の
音
で
第
１
班
が

溶
接
を
開
始
。
持
ち
時
間

の

分
間
で
薄
板
と
中
板

の
２
課
題
に
挑
ん
だ
。

　
今
年
の
競
技
会
に
は
、

２
０
２
３
年
の
「
第

回

全
国
溶
接
技
術
競
技
会
ア

ー
ク
溶
接
部
門
」
で
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
石
井
智
裕

氏
（
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ン
工

業
）
が
、
種
目
を
変
え
て

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接
の

部
に
出
場
。
両
部
門
制
覇

と
い
う
大
き
な
目
標
に
向

け
競
技
材
と
向
き
合
っ

た
。
石
井
氏
は
「
決
し
て

満
足
で
き
る
溶
接
内
容
で

は
な
か
っ
た
が
、
新
し
い

分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

大
事
。
２
月
に
起
業
し
た

私
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩

と
な
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト
。

ま
た
２
年
連
続
出
場
の
キ

ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・

市
山
鈴
菜
（
れ
な
）
さ
ん

も
「
昨
年
に
続
い
て
２
度

目
に
な
る
の
で
、
そ
ん
な

に
緊
張
し
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
工
具
点
検
段
階

か
ら
ど
ん
ど
ん
緊
張
度
が

増
し
て
い
っ
た
。
競
技
会

と
い
う
独
特
の
雰
囲
気
で

は
、
ど
ん
な
に
平
常
心
に

努
め
よ
う
と
し
て
も
緊
張

す
る
ん
だ
と
改
め
て
実
感

し
た
。
そ
れ
で
も
昨
年
よ

り
少
し
は
う
ま
く
で
き
た

の
で
は
、
と
自
負
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
競
技
終
了
後
に
は
、
各

班
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

選
手
や
付
添
人
ら
は
自
身

の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
他

選
手
の
出
来
栄
え
を
熱
心

に
吟
味
し
、
技
能
向
上
へ

の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
心

が
け
て
い
た
。

　
競
技
に
先
立
つ
開
会
式

で
は
、
同
協
会
・
下
楠
代

表
理
事（
兼
競
技
会
会
長
）

が
「
各
企
業
か
ら
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
が
社
外
の
方
々

と
腕
自
慢
を
す
る
機
会
は

滅
多
に
な
く
、
そ
う
い
う

意
味
で
競
技
会
は
非
常
に

貴
重
な
経
験
と
な
る
。
他

の
選
手
の
溶
接
技
量
を
し

っ
か
り
と
見

て
、
こ
の
経
験

を
自
身
の
技
能

向
上
と
日
常
業

務
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
。

本
日
が
皆
様
の

溶
接
人
生
に
と

っ
て
良
き
１
ペ

ー
ジ
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
て

い
る
」
と
挨
拶

し
、
選
手
ら
を

激
励
し
た
。

　
次
い
で
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー

加
古
川
の
林
聡

セ
ン
タ
ー
長

（
競
技
会
実
行
委
員
長
）

は
「
溶
接
は
も
の
づ
く
り

の
根
幹
技
術
の
一
つ
で
あ

り
、
当
競
技
会
を
通
し
て

互
い
が
切
磋
琢
磨
し
競
い

合
う
こ
と
で
、
個
々
人
の

技
能
向
上
と
製
造
業
界
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。
日
頃
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
当
県
の
高
い
溶
接
技

量
を
兵
庫
県
か
ら
関
西

へ
、
そ
し
て
全
国
へ
と
広

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
健
闘
を
祈
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
は
外
観
検

査
の
ほ
か
、
Ｘ
線
透
過
、

曲
げ
試
験
、
お
よ
び
不
安

全
行
為
な
ど
に
よ
り
総
合

評
価
し
、
上
位
入
賞
者
を

６
月
の
総
会
時
に
表
彰
す

る
予
定
。

　
第

回
関
東
甲
信
越
高

校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
同

時
開
催
北
陸
高
校
生
溶
接

コ
ン
ク
ー
ル
が
４
月


日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の

日
本
溶
接
協
会
溶
接
技
術

中
央
検
定
場
で
開
催
。
関

東
甲
信
越
地
区
と
北
陸
地

区
の
各
溶
接
協
会
指
定
機

関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
全


人
の
選
手
が
出
場
し
、
２

班
に
分
か
れ
て
競
技
に
臨

ん
だ
。

　
今
年
度
の
参
加
都
県
の

う
ち
茨
城
県
は
溶
接
界
の

次
世
代
担
い
手
の
確
保
を

図
り
、
昨
年
度
に
初
め
て

関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接

コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
と
な

る
同
県
高
校
生
溶
接
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
、
選
抜

選
手
を
送
り
出
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
溶
接
部

門
が
正
式
種
目
と
な
っ
た

「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
の

予
選
会
を
兼
ね
て
い
る
だ

け
に
、
そ
の
出
場
権
が
か

か
っ
た
競
技
本
番
は
例
年

以
上
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ

て
い
た
。

　
ま
ず
会
場
で
人
目
を
引

い
て
い
た
の
は
、
「
溶
接

魂
」
と
刺
繍
さ
れ
た
そ
ろ

い
の
作
業
着
を
着
用
し
て

参
加
し
た
埼
玉
県
立
大
宮

工
業
高
校
の
機
械
科
生
徒

２
人
。
３
年
生
の
中
野
真

輝
さ
ん
は
「
曲
げ
試
験
で

良
好
な
結
果
を
出
す
た

め
、
溶
接
不
良
や
ス
ラ
グ

巻
き
込
み
が
な
い
よ
う
対

策
し
て
き
た
。
こ
の
と
こ

ろ
調
子
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
上
位
入
賞
を

目
指
す
」
、
２
年
生
の
川

崎
志
邦
さ
ん
は
「
２
層
目

以
降
の
溶
接
に
は
自
信
が

あ
っ
た
が
、
初
層
の
裏
波

溶
接
に
は
練
習
で
苦
労

し
、
ラ
ス
ト
１
週
間
で
何

と
か
形
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
本
番
で
も
練
習
通

り
に
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
本
番
直
前
の
意
気

込
み
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
。

　
両
生
徒
を
引
率
し
て
い

た
同
科
実
習
助
手
の
小
石

英
二
氏
は
「
毎
年
、

人

前
後
の
中
か
ら
校
内
選
考

を
経
た
４
～
５
人
が
県
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

い
る
。
そ
こ
で
入
賞
し
た

２
人
が
本
日
、
関
東
甲
信

越
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
む
。

こ
こ
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

仲
間
た
ち
か
ら
託
さ
れ
た

『
溶
接
魂
』
を
胸
に
気
合

は
十
分
。
昨
年
度
出
場
の

先
輩
が
準
優
勝
し
た
の

で
、
今
年
度
は
さ
ら
に
上

位
の
優
勝
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
昨
年
度
初
開
催
の
茨
城

県
コ
ン
ク
ー
ル
で
勝
ち
残

り
関
東
甲
信
越
に
駒
を
進

め
た
の
は
、
県
立
高
萩
清

松
高
校
３
年
生
の
山
口
聖

騎
さ
ん
と
県
立
土
浦
工
業

高
校
３
年
生
の
岡
澤
豊
さ

ん
。
両
選
手
に
競
技
終
了

後
の
感
想
と
今
後
の
目
標

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
山
口

さ
ん
は
「
本
番
で
最
終
層

の
外
観
が
上
手
く
い
か
ず
課
題
は
残
る
が
、
裏
波
は

ま
っ
す
ぐ
に
出
せ
、
中
身
も
問
題
の
な
い
出
来
だ
と

思
う
。
進
路
は
溶
接
関
連

職
種
を
検
討
し
て
い
る
」

と
話
し
、
岡
澤
さ
ん
は

「
競
技
中
に
周
り
の
作
業

ス
ピ
ー
ド
を
意
識
し
す
ぎ

て
焦
り
が
生
じ
、
途
中
か

ら
気
持
ち
を
立
て
直
し
て

最
後
ま
で
や
り
切
っ
た
も

の
の
、
納
得
の
い
く
仕
上

が
り
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。元
々
溶
接
が
好
き
で
、

溶
接
に
の
め
り
込
め
る
仕

事
に
就
き
た
い
。
そ
こ
で

腕
を
磨
き
、
技
能
五
輪
に

出
場
す
る
の
が
目
標
だ
」

と
熱
い
思
い
を
吐
露
し

た
。

　
溶
接
界
で
は
全
般
に
人

材
不
足
が
慢
性
化
し
、
製

造
現
場
に
お
け
る
溶
接
の

技
能
伝
承
が
課
題
だ
。
こ

の
た
め
、
担
い
手
確
保
の

観
点
か
ら
高
校
生
を
含
む

若
手
人
材
の
掘
り
起
こ
し

と
育
成
支
援
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休

止
や
規
模
縮
小
を
経
て
高

校
生
を
対
象
と
し
た
溶
接

コ
ン
ク
ー
ル
が
全
国
各
地

で
旧
来
の
開
催
形
式
や
規

模
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
と

も
に
、
「
第

回
関
東
甲

信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク

ー
ル
同
時
開
催
北
陸
高
校

生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
」
や

「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
溶

接
部
門
に
つ
い
て
も
今
後

さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が

期
待
さ
れ
る
。


